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　１月１５日、伝達式が役場で行われ、長沼町水防団（大館　守

団長）が、北海道開発局長から水防功労者表彰を受賞されました。

　長沼町水防団は、昭和３８年に条例制定とともに組織され、

水害対応にあたりつつ、多年にわたり水防技術の向上と伝承に

尽力された功績が認められました。

長沼町水防団

北海道開発局水防功労者表彰を受賞

　１２月１７～１９日の３日間、まちづくり会議を北長沼会館、

りふれ、南長沼会館で開催しました。

　町民皆さんの「生」の声を聞いて、町政に反映すると共に、現

在の町政について広く情報提供することを目的に開催し、長沼

町の財政状況や長沼町総合振興計画、町立長沼病院について説

明後、参加者と活発な意見交換が行われました。

各地区でのまちづくり会議を開催

　１２月２０日、長沼中学校の生徒が新人戦全道大会への出場

を報告するため役場を訪問しました。

　地区予選会を勝ち抜き全道大会に駒を進めたのは、卓球部男

子団体とバドミントン部女子ダブルス（清水めぐみさん・山口

明
あ す か

日香さん）、バドミントン部男子ダブルス（大麻敬
た い と

友さん・瀬

戸眞
ま き や

紀矢さん）です。間嶋教育長は「努力は裏切りません。一人

ひとりの頑張りに拍手を送ります」と激励しました。

新人戦全道大会出場者が表敬訪問

　１月７日、南空知消防組合長沼消防団（大館　守団長）による

令和７年長沼消防団出初式が行われました。

　当日は天候にも恵まれ、団員たちは力強い分列行進を行いま

した。スポーツセンターで執り行われた式典では、消防庁長官

感謝状や北海道知事表彰など表彰状伝達が行われ、次の方々が

表彰されました。

長沼消防団出初式を開催

◆消防庁長官感謝状
 元 団　長　　坂下　一彦　（１２区）
 元 分団長　　道原　勇一　（　４区）
 元 班　長　　福島　哲哉　（２１区）
 元 団　員　　桃野　洋一　（１０区）
◆北海道知事表彰
▶永年勤労章（勤続30年）
　部　長　　　碓井　貴也　（銀座区）
▶勤労章（勤続20年）
　部　長　　　水谷　高広　（２１区）
　班　長　　　黒田　　宏　（２２区）
▶勤続章（勤続10年）
　班　長　　　本田　秀人　（　３区）
　団　員　　　古瀨　哲郎　（１３区）
　　〃　　　　近藤　克憲　（曙町区）
　　〃　　　　髙橋　倫規　（１０区）
　　〃　　　　木村　将人　（１６区）
　　〃　　　　南　　貴文　（１４区）
　　〃　　　　桃野　祥一　（１０区）
　　〃　　　　間島　康介　（２９区）
　　〃　　　　遣田　尚希　（３０区）
　　〃　　　　鈴田　英隆　（２７区）
　　〃　　　　佐々木誠志　（２１区）
　　〃　　　　目黒源太郎　（１９区）
　　〃　　　　矢田　和也　（　３区）

◆北海道消防協会長表彰
▶功績章
　分団長　　　髙橋　眞二　（２３区）
▶勤続章（30年）
　部　長　　　川崎　喜昭　（１５区）
　　〃　　　　石井　　稔　（２５区）
▶勤続章（20年）
　副分団長　　増田　瑞貴　（　１区）
　班　長　　　三上　輝之　（３０区）
▶勤続章（10年）
　班　長　　　本田　秀人　（　３区）
　団　員　　　高丸　真衣（岩見沢市）
　　〃　　　　近藤　克憲　（曙町区）
　　〃　　　　遣田　尚希　（３０区）
　　〃　　　　鈴田　英隆　（２７区）
　　〃　　　　佐々木誠志　（２１区）
　　〃　　　　目黒源太郎　（１９区）
　　〃　　　　池田　　誠　（３１区）
　　〃　　　　仲野　拓郎　（　１区）
　　〃　　　　矢田　和也　（　３区）

◆北海道消防協会空知地方支部長表彰
▶功績章
　副団長　　　堂本　敏一　（２２区）
　　〃　　　　井形　幸彦　（東町区）
▶勤続章（25年）
　部　長　　　八木　貴紀　（２４区）
　班　長　　　川口　学志　（　９区）
▶勤続章（15年）
　班　長　　　長岡　憲史　（１７区）
　　〃　　　　寺﨑　証也　（１８区）
　　〃　　　　谷口　和秀　（　７区）
　団　員　　　川南　卓也　（２０区）
▶勤続章（5年）
　団　員　　　今野　　貢　（旭町区）
　　〃　　　　吉川　安則　（１１区）
　　〃　　　　後藤　剛宏　（２９区）
　　〃　　　　坂森　敏宣　（２１区）
　　〃　　　　向　　慎一　（２５区）
　　〃　　　　村山　克己　（　３区）

　表彰者（敬称略）　

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

◆◆  令和５年度分高額介護合算療養費について令和５年度分高額介護合算療養費について

▶問合先：北海道後期高齢者医療広域連合（☎011-290-5601)・役場国保年金係（☎76-8013）

　「医療保険」と「介護保険」の両方を利用している世帯の負担を軽減するため、１年間の自己

負担額を合算して基準額（世帯の限度額）を超えた場合、申請することにより、その超えた額

が支給されます。

　支給対象となる方には、３～４月頃に申請のお知らせをお送りします。

　○ �医療保険(医療費)または介護保険(介護サービス費)の自己負担額のいずれかが０円の

場合は対象となりません。

　○ 基準額を超える額が500円以下の場合は、支給の対象となりません。

　○ �新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお知

らせをお送りできない場合があります。

高額介護合算療養費とは？

基準額表
負担割合 区　　　分 基準額（世帯の限度額）

３ 割 現役並み所得者

〔 課税所得 ６９０万円以上 〕２１２万円

〔 課税所得 ３８０万円以上 〕１４１万円

〔 課税所得 １４５万円以上 〕 ６７万円

２ 割 一定以上所得者
 ５６万円

１ 割
一　般

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ(※1)  ３１万円

区分Ⅰ(※2)  １９万円

(※1)� 世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

(※2) �世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は80万円を適用。

給与所得がある場合、その金額から10万円を控除）または老齢福祉年金を受給している方

計算対象期間：令和５年８月１日から令和６年７月31日までの１年間


